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　法的に一級建築士の配置は必要ないが，土木部分
の耐震補強実施設計においては，建築部分の耐震計
算モデル作成や，土木部分の補強方法が建築基準法
に抵触するものでないかの確認など，建築担当者が
行うべき作業があるため，建築確認の有無に関わら
ず，一級建築士の資格を有する建築担当技術者と建
築の照査技術者の配置が必要と考えています。

上記委託業務の質疑について下記のとおり回答します。

1

「入札公告の業務概要」及び「見積
参考資料」の金抜き設計書に建築設
計の記載がありません。
また，「特記仕様書」では，「耐
震・耐津波補強設計は，耐震補強
（土木）及び耐津波対策（土木）」
とあり，建築設計は含まれていませ
ん。
一方，「入札公告」の別紙１「配置
予定技術者欄」では，建築担当技術
者と建築の照査技術者の配置を求め
ていますが，建築担当技術者と建築
の照査技術者の配置は必要でしょう
か。
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質 疑 事 項 回 答

   高知市上下水道事業管理者

山本　三四年　

業務名 下知水再生センター塩素滅菌棟耐震補強実施設計委託業務（Ｒ６－１）


